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【内容要旨】（1,200 字以内） 
 
[目的] 組織への酸素供給が不足すると生体の恒常性が脅かされるた

め、酸素供給量（DO2）と酸素消費量（VO2）のバランス（酸素需給

バランス）を適切に管理することが重要である。本研究の目的は、全

身麻酔が周術期酸素需給バランスに与える影響を検討し、同時に全

身麻酔薬剤間での差を明らかにすることである。 
[方法] 同意を得られた予定手術に対する全身麻酔症例 11 例におい

て全身麻酔薬（レミマゾラム）による全身麻酔導入時の酸素需給バラ

ンス DO2、VO2、二酸化炭素産生量（VCO2）、呼吸商（RQ）を間接

熱量計により測定した。測定は導入前 1 点、導入後 2 点の計 3 点で

行った。また、予定腹部大手術を対象とした全身麻酔症例 50 例にお

いて、異なる二種の全身麻酔薬（プロポフォールとレミマゾラム）に

よる周術期酸素需給バランスを測定し、包括的に評価した。測定は導

入前 1 点、導入後１点、手術中２点、覚醒後２点の計 6 点で行った。

各数値の減少率も算出し比較検討した。 
[結果] 全身麻酔導入後、DO2、VO2、VCO2は 2 剤ともに有意に低下

した。プロポフォールとレミマゾラムの 2 剤間で有意な差は認めな

かった。全身麻酔導入時の各数値の減少率は VO2: 17.7%、VCO2: 
21.8%、DO2: 25.7%であった。VO2減少率は既報に比し小さかった。

RQ は２剤ともに低下したが有意ではなく、2 剤間では測定値と減少

率のどちらも有意差を認めなかった。また、麻酔覚醒時の DO2、VO2、

VCO2増加率は既報と比べ小さく、覚醒後の値は全身麻酔導入前より

も低値であった。 
[結論] 予定手術に対する全身麻酔では麻酔薬間での酸素需給バラン

スには差がなかった。今後、酸素需給バランスに着目した周術期管理

の最適化を目指し、本研究を発展させてゆく。 
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